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一般質問（要旨）

耐震補強工事実施済みの県有施設

  災害時における被災者保護
（避難訓練の様子）

構想中のバス専用道（イメージ）

救急医療体制の整備を検討

宮の郷工業団地

議
員
（
自
民
）　

県
有
施
設
の
耐
震

診
断
結
果
に
つ
い
て
は
早
急
に
公
表

し
災
害
か
ら
県
民
を
守
る
た
め
の
情

報
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

土
木
部
長　

県
有
建
築
物
の
多
く
が

災
害
時
の
応
急
活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
診
断
結
果

は
県
民
に
も
重
要
な
情
報
で
あ
り
、

県
所
有
の
学
校
、
病
院
、
庁
舎
等
に

つ
い
て
昨
年
度
実
施
し
た
結
果
も
含

め
九
月
中
に
公
表
し
た
い
。

議
員　

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
、

学
力
向
上
の
成
果
が
現
れ
る
充
実
し

た
教
育
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
長　

教
員
の
指
導
力
の
向
上
の

た
め
、
学
校
訪
問
や
模
範
授
業
に
よ

り
授
業
の
改
善
・
充
実
を
図
る
。
ま

た
、
授
業
の
中
で
、
児
童
生
徒
に
理

解
で
き
た
と
い
う
成
就
感
や
満
足
感

を
持
た
せ
た
り
、
各
学
校
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
た
問
題
を
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
し

て
、
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
ら
き
の
交
流
人
口

の
拡
大
と
観
光
振
興
、
多
重
債
務
者

の
救
済
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
を

い
か
に
安
全
に
保
護
す
る
か
を
真
剣

に
考
え
対
応
策
を
講
じ
る
べ
き
。
県

の
認
識
と
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

災
害
時
に
お
け
る

要
援
護
者
の
保
護
に
は
、
要
援
護
者

の
名
簿
化
と
避
難
支
援
計
画
の
策
定

が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
名
簿
に

つ
い
て
は
今
年
度
中
に
、
避
難
支
援

計
画
に
つ
い
て
は
遅
く
と
も
平
成
二

十
二
年
ま
で
に
全
市
町
村
で
策
定
さ

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

公
用
車
の
燃
料
代
や
庁
舎
の

光
熱
費
な
ど
県
の
経
常
的
経
費
に
係

る
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
と
対
応
策

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

燃
料
費
と
光
熱
費
に
つ

い
て
六
億
円
以
上
の
負
担
増
と
な
る

と
試
算
し
て
い
る
が
、
省
エ
ネ
対
策

の
徹
底
な
ど
に
よ
り
既
定
経
費
内
で

対
応
で
き
る
見
込
み
。
ま
た
、
更
な

る
物
価
上
昇
に
備
え
、
政
策
的
経
費

に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
合
理
化
に

努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
霞
ヶ
浦
浄
化
の
た
め
の

事
業
の
効
果
的
実
施
、
手
軽
な
運
動

に
よ
る
健
康
維
持
、
県
北
地
域
の
振

興
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
民
主
）　

面
積
が
広
く
医
療

資
源
が
偏
在
す
る
一
方
で
、
救
急
患

者
の
受
入
照
会
回
数
が
多
い
水
戸
地

域
の
第
二
次
救
急
医
療
体
制
の
整
備

が
課
題
で
あ
る
。
責
任
を
持
っ
て
救

急
患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
病
院

の
輪
番
制
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。　
　

保
健
福
祉
部
長　

水
戸
地
域
は
通
常

の
輪
番
制
を
実
施
す
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
次
救

急
病
院
の
連
携
と
役
割
分
担
の
明
確

化
を
図
り
、
診
療
科
別
な
ど
の
輪
番

制
を
構
築
し
て
救
急
医
療
体
制
を
強

化
し
て
い
く
。　
　
　

議
員　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
社

会
の
実
現
に
は
、
社
会
全
体
の
合
意

が
必
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
参
画

も
欠
か
せ
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

従
業
者
に
短
時
間

勤
務
制
度
な
ど
を
利
用
さ
せ
た
中
小

企
業
に
奨
励
金
を
支
給
す
る
。
ノ
ー

残
業
デ
ー
の
導
入
な
ど
を
通
じ
て
、

企
業
自
ら
が
働
き
方
を
見
直
す
た
め

の
計
画
の
策
定
を
働
き
か
け
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
地
方
総
合
事
務
所
の
再

編
整
備
、
こ
ど
も
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
善
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

鹿
島
鉄
道
跡
地
の

バ
ス
専
用
道
化
の
実
現
に
向
け
た
見

通
し
は
。

土
木
部
長　

事
業
主
体
は
、
石
岡
市
、

小
美
玉
市
だ
が
、
協
議
会
の
設
立
に

向
け
準
備
を
進
め
つ
つ
、
茨
城
空
港

開
港
ま
で
の
運
行
開
始
を
め
ざ
し
、

国
か
ら
の
助
成
な
ど
の
確
保
や
関
係

機
関
と
の
調
整
、
事
業
実
施
段
階
で

も
、
可
能
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設

置
で
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
型
施
設

の
建
設
に
限
っ
た
財
政
支
援
が
適
当

な
の
か
見
解
を
伺
う
。
年
金
し
か
収

入
の
無
い
入
居
者
の
負
担
が
軽
減
で

き
る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

財
政
支
援
の
面
は
、

多
床
型
の
メ
リ
ッ
ト
や
財
源
の
問
題

も
含
め
、
引
き
続
き
国
と
の
協
議
を

続
け
る
。
利
用
の
負
担
軽
減
の
問
題

で
は
、
問
題
点
の
是
正
を
図
り
つ
つ
、

自
己
負
担
の
軽
減
な
ど
、
低
所
得
者

に
配
慮
を
し
、
多
床
型
・
個
室
ど
ち

ら
で
も
利
用
者
の
自
由
選
択
が
可
能

と
な
る
よ
う
国
へ
働
き
か
け
る
。

（
ほ
か
に
、
が
ん
中
核
病
院
と
し
て

県
立
中
央
病
院
が
果
た
す
役
割
、交
番

や
駐
在
所
の
再
編
整
備
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

過
疎
化
の
進
行
に

歯
止
め
を
か
け
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
、
県
北
山
間
地
域
へ
の

企
業
誘
致
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
の

か
。

知
事　

本
年
度
創
設
し
た
森
林
湖
沼

環
境
税
の
活
用
に
よ
り
、
今
後
多
く

の
間
伐
材
が
産
出
さ
れ
る
の
で
、
そ

の
活
用
を
提
案
し
な
が
ら
、
木
材
関

連
の
企
業
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
。

議
員　

救
急
医
療
に
お
け
る
県
内
の

地
域
間
格
差
是
正
の
た
め
、
県
北
山

間
地
域
を
運
航
対
象
区
域
と
す
る
、

本
県
単
独
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入

を
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

こ
の
地
域
の
三
次

救
急
医
療
体
制
の
充
実
の
た
め
に
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
は

効
果
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
七

月
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
す
る
委
員
会
を
設

置
し
た
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
進
め
、

県
と
し
て
の
考
え
方
を
示
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
県
北
振
興
、
お
も

て
な
し
の
心
の
醸
成
と
住
民
参
加
に

よ
る
観
光
振
興
な
ど
も
質
問
）

や
駐
在
所
の
再
編
整
備
な
ど
も
質
問
）

県
有
施
設
の
耐
震
診
断
結
果
は

応
急
活
動
の
拠
点
で
も
あ
り
公
表

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
保
護
策
は

名
簿
作
成
と
避
難
支
援
計
画
策
定
を
支
援

水
戸
地
域
の
救
急
医
療
体
制
は

診
療
科
別
な
ど
の
輪
番
制
を
検
討

鹿
島
鉄
道
跡
地
の
バ
ス
専
用
道
化
の
実
現
は

茨
城
空
港
開
港
時
期
を
目
指
す

県
北
山
間
地
域
へ
の
企
業
誘
致
は

木
材
関
連
企
業
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
推
進


